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叫びの臨床心理 

―叫びの行為と大声を出す行為の背景にある感情― 

Clinical psychology of shouting 

:Emotional underpinnings of the behavior of shouting 

川口 めぐみ 

                    Megumi Kawaguchi

問 題 

憧れの人を目の前にしたとき，試合で戦う仲

間を応援するとき，相手に強い怒りや悲しみを

ぶつけようとするとき，衝撃的な出来事に遭遇

したとき，人は大きな声で叫び感情を表出する

ことがある。叫びの行為は日常的な行為である

とは言い難く，もし目の前に叫んでいる人がい

たとしたら，多くの人の注意が叫びの行為者に

切り替わるだろう。叫びの行為の誘目性は非常

に高く，その大きな声と破壊的な音声は遠くに

いる人をも巻き込み，その後の行動を変更させ

るかもしれない。 

精神分析や心理臨床研究では，認知症患者や

てんかん患者らの身体的症状のひとつとして叫

びの行為が示されている 1-4)。また，こどもの問

題行動のひとつとして叫びの行為が挙げられて

いるものもある 5)。さらに，日本脳卒中学会に

よる「日本脳卒中学会・脳卒中感情障害（うつ・

情動障害）スケール  Japan Stroke Scale

（Emotion Disturbance Scale）」では 6) ，情動 

 

 
障害の評価スケール 8 評項目のうちのひとつで

ある「脱抑制行動（易怒性，性的逸脱行動）」項

目内の「異常で明らかな怒りや逸脱行為が見ら

れる」において叫ぶ行為が挙げられている。こ

のように，叫びの行為は不適応もしくは逸脱し

た行為のひとつとして取り上げられており，症

状として叫びを扱う研究は非常に多くみられる。

しかしながら，人はなぜ叫ぶのか，叫びとは何

か等，叫びと感情の関連について直接検討した

先行研究は少なく，叫びにはどのような感情が

存在しているのか，そのプロセスについてもわ

かっていないことが多い 7)。このことから，本

研究では，どのようなときに人は叫びたくなる

のか，叫びと感情の関連について明らかにする

ことを目的に検討を行う。先行研究においては，

叫びではなく大声を出すという言葉で説明した

ものも多く存在する。このことから，叫び行為

と大声を出す行為の背景に存在する感情の違い

を明らかにしながら，叫び行為と感情の関連に

ついて明らかにしていく。 
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᪉ ἲ 

ཧຍ⪅ 

 短期大学に㏻う 19 ṓから 23 ṓ（ᖹᆒᖺ㱋

=19.85s.52 ṓ）までの学⏕ 103 ྡをᑐ㇟にㄪ

ᰝを行った。ㄪᰝᐇ᪋᫬，103 ྡ඲ဨ精神⑌患

等で㏻㝔した᪤ Ṕはなかった。ㄪᰝは研究೔

理つ⛬に๎り，ᤵᴗが㛤ጞされる前に行われ，

ᤵᴗとは↓関ಀであること，ᅇ⟅内ᐜはಶ人が

≉ᐃされないこと，ᚓられたࢹーࢱは⤫ィ的に

ฎ理され，ཧຍは௵意であることを説明し，஢

ᢎをᚓた者のみㄪᰝにཧຍした。 

 

 

 

㉁問⣬ 

 どのようなときに叫びたくなるか，どのよう

なときに大声を出したくなるかの 2 項目につい

て⮬⏤グ㏙ḍをタけ，᭱もあてはまる内ᐜを⮬

⏤にグ㏙するようᩍ示した。また，叫び行為㸭

大声を出す行為࡬のḧồ（6. とてもあるࠥ1. ඲

くない），叫び行為㸭大声を出す行為をとること

のᐜ易さ（6. とてもᐜ易ࠥ1. ඲くᐜ易ではな

い），叫び行為㸭大声を出す行為にᑐする᜝感情

（6. とても᜝ࡎかしいࠥ1. ඲く᜝ࡎかしくな

い）について 6 ẁ㝵評ᐃするようᩍ示した。 

 

 

 

ᅇᩘ ᅇᩘ ᅇᩘ
䛩る 㻔ືモ㻕 38 㔜なる 㻔ືモ㻕 4 感䛨る 㻔ືモ㻕 2

䜲䝷䜲䝷 㻔๪モ㻕 34 ⮬ศ 㻔ྡモ㻕 3 ษ⩚ワ䜎る 㻔ືモ㻕 2
䝇ト䝺䝇 㻔ྡモ㻕 18 ᎘ 㻔ᙧᐜືモ㻕 3 ᴦし䛔 㻔ᙧᐜモ㻕 2

⁀䜎る 㻔ືモ㻕 18 な䛔 㻔ྰᐃຓືモ㻕 3 ᝒし䛔 㻔ᙧᐜモ㻕 2
䜐䛛䛴く 㻔ືモ㻕 5 ๓ 㻔๪モྍ⬟㻕 3 䛹䛖に䜒 㻔๪モ㻕 2

Ⰽ䚻 㻔ᙧᐜືモ㻕 4 㝈⏺ 㻔ྡモ㻕 2 䜒䜔䜒䜔 㻔๪モ㻕 2

ᅇᩘ ᅇᩘ ᅇᩘ
䛩る 㻔ືモ㻕 30 㐲く 㻔๪モྍ⬟㻕 4 ⯆ዧ （䝃ኚྡモ） 2

䜲䝷䜲䝷 㻔๪モ㻕 17 䛩䛳き䜚 㻔๪モ㻕 4 Ⰽ䚻 㻔ᙧᐜືモ㻕 2
ᴦし䛔 㻔ᙧᐜモ㻕 15 䜒䜔䜒䜔 㻔๪モ㻕 4 ḷ䛖 㻔ືモ㻕 2

䝇ト䝺䝇 㻔ྡモ㻕 6 ே 㻔ྡモ㻕 4 㔜なる 㻔ືモ㻕 2
⁀䜎る 㻔ືモ㻕 6 ⑂䜜る 㻔ືモ㻕 3 ఏ䛘る 㻔ືモ㻕 2
Ꮀし䛔 㻔ᙧᐜモ㻕 5 なる 㻔ືモ㻕 3 䛷きる 㻔ືモ㻕 2

ᛣる 㻔ືモ㻕 5 䜐䛛䛴く 㻔ືモ㻕 3 䛔䛔 㻔ᙧᐜモ㻕 2
な䛔 㻔ྰᐃືモ㻕 5 Ẽศ 㻔ྡモ㻕 2
࿧䜆 㻔ືモ㻕 4 ᛂ᥼ 㻔䝃ኚྡモ㻕 2

㢖出ㄒ 㢖出ㄒ 㢖出ㄒ

Table 1
KH coderに䜘る㢖出ㄒの⤖ᯝ

叫びたくなるとき㻔2ᅇ௨ୖの㢖出ㄒ㻕

大声を出したくなるとき（2ᅇ௨ୖの㢖出ㄒ）

㢖出ㄒ 㢖出ㄒ 㢖出ㄒ
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ᅇ⟅᫬間に制㝈はなく，㉁問項目のᥦ示㡰ᗎは

 。スをとったࣥࣛࣂーࢱࣥ࢘࢝

ศᯒ᪉ἲ 

 ᚓられた⮬⏤グ㏙ࢹーࢱは，ィ㔞࢟ࢸスࢺ分

析や࢟ࢸスࢢࣥࢽ࢖࣐ࢺのためのࣜࣇーࢺࣇࢯ

である࢔࢙࢘ KH Coder version 2.008）を⏝い

て分析した。この分析手ἲによって，ᅇ⟅に≉

ᚩ的な㔜せㄒや出⌧㢖ᗘの高いㄒをᢳ出するこ

とができる。表グ᪉ἲが異なれูࡤのㄒとして

ᢳ出されるため，いらいら・ࣛ࢖ࣛ࢖のように

ᖹ௬ྡや∦௬ྡ，₎Ꮠ表グはྠ୍ㄒとしてᢳ      

ྉࡁ࡜ࡿ࡞ࡃࡓࡧ 

 

 

 

 

出されるようࢥーࢢࣥ࢕ࢹルールをసᡂした。 

叫び行為㸭大声を出す行為にᑐするḧồ，ᐜ

易性，᜝感情についてᚓられたࢹーࢱは，⤫ィ

ゎ析言ㄒ R version i386 3.4.1 を౑⏝し஧せᅉ

分ᩓ分析を行った。 

 
⤖ ᯝ 

どのようなときに叫びたくなるか，どのよう 

なときに大声を出したくなるかのかそれࡒれに

ついて⮬⏤グ㏙でᚓられた㢖出ㄒ（㢖出 2 ᅇ௨ 

上）を Table 1 に示す。叫びの行為において᭱ 

኱ኌࢆฟࡁ࡜ࡿ࡞ࡃࡓࡋ 

 

 

 

 

Figure 1. 叫びたくなるとき／大声を出したくなるときの背景にある感情状態の共起ネットワーク（中心

性媒介） 
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も多く出⌧したㄒは「する」が 38 ᅇで，「ࣛ࢖

34）「ࣛ࢖ ᅇ），「スࣞࢺス」（18 ᅇ），「⁀まる」

（18 ᅇ），「ࡴかつく」（5 ᅇ）が⥆いた。2 ᅇ௨

上出⌧しているㄒのうちࣈ࢕ࢸࢪ࣏ㄒ（「ᴦしい」

2 ᅇ）の出⌧๭合は඲体の 1.4%であった。 

大声を出す行為について᭱も多く出⌧したㄒ

も「する」（30 ᅇ）で，「ࣛ࢖ࣛ࢖」（17 ᅇ），「ᴦ

しい」（15 ᅇ），「スࣞࢺス」「⁀まる」（6 ᅇ），

「Ꮀしい」「怒る」（5 ᅇ）が⥆いた。2 ᅇ௨上出

⌧しているㄒのうちࣈ࢕ࢸࢪ࣏ㄒ（「ᴦしい」（15

ᅇ），「Ꮀしい」（5 ᅇ），「すっきり」（4 ᅇ））の

出⌧๭合は඲体の 19.1%であった。  

ㄒとㄒのつながりをඹ㉳࣡ࢺࢵࢿーࢡで示す

（Figure 1）。叫びたくなるときの背景として，

㝈⏺を感ࡌているときやどうにもならないとき，

ⱔ❧ちや何らかのスࣞࢺスが⏕ࡌているときな

ど，ࣈ࢕ࢸ࢞ࢿ感情の࣡ࢺࢵࢿーࢡが多くᙧᡂ

されている。大声を出したくなるときの背景に

おいても叫びの࣡ࢺࢵࢿーࢡとྠᵝ，Ⰽࠎな状

ἣが㔜なったときやスࣞࢺスが⁀まったとき，

ていࡌ⏕感情やもやもやとした感情がࣛ࢖ࣛ࢖

るときを示す࣡ࢺࢵࢿーࢡがᙧᡂされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
しかしながら，大声を出したくなるときにのみ，

ㄡかを࿧ぶためや応援するための手ẁ，Ẽ分が

いいときをつなぐ࣡ࢺࢵࢿーࢡがᙧᡂされた。 

叫び行為㸭大声を出す行為࡬のḧồやᐜ易性，

᜝感情について 6 ẁ㝵評価してもらった⤖ᯝを

Figure 2 に示す。分析の⤖ᯝ，叫び行為㸭大声

を出す行為の୺ຠᯝ，行為࡬のḧồ，᜝感情，

ᐜ易性の୺ຠᯝが᭷意で（F (1, 102) = 5.514, p 

< .05, F (2, 204) = 11.518, p < .001）， ஺஫స⏝ 

が᭷意であった（F (2, 204) = 3.633, p < .05）。 

 
⪃ ᐹ 

叫びと感情の関連について明らかにするため，

叫びとྠ⩏で౑われる大声についても取り上げ，

どのような状ἣにあるとき，人は叫びや大声を

出したくなるのか㟷ᖺ期をᑐ㇟に検討を行った。

⤖ᯝ，叫びと大声を出す行為の背景になる感情

状ែはඹ㏻したⅬがあり，ࣛ࢖ࣛ࢖した状ែや

スࣞࢺスを感ࡌているとき，人は叫びや大声を

出したくなることが明らかとなった。≉に，叫

びの行為にはࣈ࢕ࢸ࢞ࢿ感情との関連が強く，

ᾘ໬していかなけれࡤならないࢱスࢡが」ᩘあ

1

2

3

4

5

6

欲求 恥感情 容易性

叫びの行為

大声を出す行為

Figure 2. 叫び⾜Ⅽと大声を出䛩⾜Ⅽにᑐ䛩るㄆ㆑のᖹᆒ್ 
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る状ἣに⨨かれたとき，⮬分ではどうしようも

できࡎ㝈⏺を感ࡌたとき，人は叫びたくなるഴ

ྥが示された。୍᪉，大声を出す行為には，遠

くにいる人を࿧びṆめるための手ẁとしてのみ

ならࡎ，仲間を応援するなどᑐ人関ಀを⥔ᣢす

るためのࣈ࢕ࢸࢪ࣏な行為としてᶵ⬟している

ഃ㠃があることが示され。このことから，大声

を出したくなるときの感情状ែは状ἣによって

異なるが，叫びたくなるときの感情状ែは精神

的㈇ᢸが非常に大きく，⮬分の中だけではゎỴ

できそうもない状ἣであるとき，人は叫びたく

なるのかもしれない。㟷ᖺ期をᑐ㇟とした⤖ᯝ

では，大声を出す行為は叫びの行為よりもẚ㍑

的ᐜ易で，日常的な行為であるྍ⬟性も示され

た。このことからも，叫びの行為と大声を出す

行為はྠ୍ࣜࢦࢸ࢝として⏝いることはጇᙜで

はなく，叫びの行為の背景にある感情状ែや動

ᶵの評価はៅ㔜に行うᚲせがあることを示၀す

る。 

ᰘᓮは 9）認知的ࣜࣜࣅࣁ患者にᑐし，⮬分⮬

身がⓎ声している叫び声に㛗᫬間さらされるこ

とや，叫び声を出すよう✚ᴟ的にಁすことによ

って，㛗期的には症状の㍍ῶにつながり，この

行為を✚ᴟ的に行った患者は⤒㐣として身体的

ཬびᶵ⬟的ຠᯝがみられることを示している。

また，∦岡・⚟岡・Ⳣ・大す・ゅ⸨ 10）は，精神

⛉⑓Ჷの患者の叫びをスࣞࢺスࣇルと関連させ

ながら，叫びには多ᵝな心理が存在しているこ

と，叫びはその感情表出のひとつであることか

ら，叫びのḧồにᑐする┳ㆤ的ケ࢔のᚲせ性を

示၀している。見㏻しを❧てることがᅔ難だと

感ࡌたとき，ࣈ࢕ࢸ࢞ࢿな感情を⮬分⮬身でࢥ

は何とࠎロールできないとき，それでもᡃࢺࣥ

か適応しようດຊする。その手ẁのひとつとし

て叫びの行為があり，叫びの行為が᫬として精

神的Ᏻᐃをᅗっているのかもしれない。本研究

⤖ᯝから， 叫びという行為の背景にある感情を

᥈ることは，臨床ሙ㠃や人理ゎ，感情理ゎにつ

ながる㔜せなほⅬであることを示၀する。 

 
ᩥ⊩ 

1) ஭関ᰤ୕: ࣞࣅーᑠ体ᆺ認知症の精神症

状・神⤒症状ࠊ精神་学691-697 ,49ࠊ, 

2007. 
2) ㈅㇂ஂᐉ: 非ᐃᆺうつ⑓―不Ᏻ障害とのే

Ⓨをめぐってࠊ精神་学840-852 ,52 ࠊ, 

2010.  
3) 大ᓥ༓ె・ఀ⸨直ᶞ・す本୍ᚿ・ ⣽஭ᑦ

人・Ᏻ⏣ Ύ・中ᒣຌ୍: 認知症患者の常

ྠ言ㄒやⓎ声にకዌ࡙けして患者の感情

を㟼✜໬するࢩス࣒ࢸのᥦ᱌ࣛࢱࣥ࢖ ࠊ

ࣥࣙࢩࢡ 2011 論ᩥ集 (情ሗฎ理学会ࣥࢩ

  .2011 ,625-628 ,3ࠊ(ࢬーࣜࢩ࣒࢘ࢪ࣏

4) బࠎᮌᬛஅ: 強ᗘ行動障害のあるᏊどもの

ᗂඣ期のᑐ応についてࠊసᴗ⒪ἲࣕࢪーࢼ

ル2016 ,1182-1185 ,50 ࠊ. 

5) 高ᶫ ᫭・ୗᖹᘺ⏕・஭上⨾⏤⣖・ᯇ⏣ᖾ

ᜨ・㰻⸨⤮⨾・ᐑ㷂 ┾: ⮬㛢症ඣにᑐす

るࢽ࣑ࣗࢥケーࣥࣙࢩ・会ヰᣦᑟなどのᐇ

㊶研究 3 ᩍ⫱⌧ሙにおける行動問題にす

る応⏝行動分析学的࢔プローࠊࢳᒾ手大学

ᩍ⫱学㒊㝃ᒓᩍ⫱ᐇ㊶⥲合セࣥࢱー研究

⣖せ2014 ,165-177 ,13 ࠊ. 

6) 日本脳卒中学会・脳卒中感情障害（うつ・

情動障害）スケール Japan Stroke Scale 

(Emotional Disturbance Scale)ࠊ脳卒中ࠊ 

叫びの臨床心理 431



 ― 6 ―

25, 205-214, 2003. 

7) Arnal, L. H., Flinker, A., Kleinschmidt, 

A., Giraud, A. L., & Poeppel, D. : Human 

screams occupy a privileged niche in the 

communication soundscape. Current 

Biology, 25, 2051-2056, 2015. 
8) ᵽ口⪔୍: ♫会ㄪᰝのためのィ㔞࢟ࢸスࢺ

分析内ᐜ分析の㆙㚝とⓎᒎを目ᣦしてࠊ 

 .2014ࠊ∧出ࣖࢩࢽ࢝ࢼ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
9) ᰘᓮගୡ: 前㢌葉ᶵ⬟障害の認知ࣜࣜࣅࣁ

 ,30 ࠊ明ᫍ大学心理学ᖺሗࠊࣥࣙࢩーࢸ

23-40, 2012. 
10) ∦岡かおり・⚟岡┾㡲Ꮚ・Ⳣࡺかり・大す

ᏹ・ゅ⸨豊Ꮚ: 精神⛉⑓Ჷにおける患者の

「叫びたいḧồ」ࠊ日本精神⛉┳ㆤ学会ㄅࠊ

49, 143-147, 2006. 

432　豊岡短期大学論集　第14号（2017）




